































































































































































































































































































侍り、太宗の命に応えてそれぞれ別の題で詩を賦した 私は「阿閣の鳳」の題で賦したというのであるが、それに当たるのは３の許敬宗詩である。つまりこの詩題は許敬宗の立場で書かれている。ｂの同上三首は２、３、４の詩をいう。ｃに「御詩」 、１の太宗の詩について述べて る。すなわち太宗は「残花の菊 の題で賦したということである。
この四首は太宗が延慶殿に催した詩宴における太宗の御製




































































































































































































































































（ 『全唐詩』巻二三九）があるのは、それを証するものであろう。前述のように、 「藍田」は輞川のある土地である。銭起の連作は「輞川集」の二十首を意識したものと考えられ以下 二十二首である。























二十一の景物が小題となっているが、 「新亭」 「流水」 「竹
洞」 「月台」など、すべて一般名詞で、 二字である。
韋処厚（七七三―八二七）に「盛山十二詩」 （ 『全唐詩』巻



































































興膳宏「 翰林学士集 をめぐって」 （注１『中国文学理
12













「製」は本来「制」で天皇の命令の意。我が国でも平城朝までは「応詔」と表記していたが、嵯峨朝から「応製（制） 」が用いられるようになった。後藤昭雄「文徳朝以前と以後」 （ 『平安朝漢文学史 考』勉誠出版、二〇 二年参照。
（
11）	　
さらに言えば、これらも『翰林学士集』に入集していた
可能性もある。
（
12）	　
注１『古代漢詩選』一〇五頁。
（
13）	　
なお、日本古典文学大系本頭注に「十詠」という語の先
例として沈約の「十詠」 、 姑
熟（ママ）
十詠」 、 「海陽十詠」を挙
げる。
（
14）	　
以上、大野実之助『李太白詩歌全解』 （早稲田大学出版
部、一九五九年）を参照した。
（
15）	　「遷客」は全唐詩本は「遷宮」 。これを、卞孝萱校訂『劉禹錫集』 （中国古典文学基本叢書、中華書局、一九九〇年）により改めた。
（
16）	　
張籍の和詩の一本は「上士泉」とする。
（ごとう・あきお
　
成城大学元教授）
